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ご
　
　
挨
　
　
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

住
　
職  

　
細
　
川
　
晋
　
輔

　
令
和
六
年
も
早
い
も
の
で
三
月
を
迎
え
、
お
寺
の
境
内
で
は
河
津
桜

が
満
開
を
迎
え
、
桃
の
蕾
も
綻
び
出
し
ま
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、

お
寺
を
開
か
れ
た
ご
開
山
・
節
外
祖
貞
禅
師
の
三
〇
〇
年
の
ご
遠
諱
を
迎
え
、

境
内
の
普
請
（
修
繕
工
事
）
を
行
い
、
ま
た
本
堂
の
荘
厳
も
五
十
年
ぶ
り

に
新
調
し
装
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
龍
雲
寺
の
歴
史
も
三
二
五
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
開
山

様
が
ど
の
よ
う
な
願
い
を
持
っ
て
お
寺
を
建
立
さ
れ
た
か
を
今
一
度

鑑
み
て
、
山
内
一
同
力
を
合
わ
せ
て
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　　
年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
、
歳
歳
年
年
人
同
じ
か
ら
ず
。

　
中
国
の
唐
の
時
代
の
詩
よ
り
引
か
れ
る
禅
の
言
葉
で
す
。
昔
恋
人
と

並
ん
で
見
た
洛
陽
の
桜
を
、
若
い
二
人
が
風
に
散
る
桜
を
仲
良
く
眺
め
て

い
る
。
思
え
ば
春
が
来
る
と
当
た
り
前
の
よ
う
に
桜
が
開
花
し
始
め
満
開

に
咲
き
誇
る
が
、
か
つ
て
一
緒
に
桜
を
愛
で
た
恋
人
は
も
う
こ
の
世
に

い
な
い
と
い
う
内
容
で
す
。

　
毎
年
暖
か
く
な
る
と
梅
が
ほ
こ
ろ
び
、
そ
し
て
河
津
桜
が
咲
き
誇
り

ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
順
番
に
咲
い
て
く
れ
る
花
た
ち
で
す
が
、

何
も
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
寒
い
冬
を
耐
え
、
春
の
嵐

を
乗
り
越
え
て
、
私
た
ち
に
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
前
に
立
つ
私
た
ち
も
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
年
一
年

歳
を
重
ね
、
春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
あ
り
が

た
い
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
春
の
お
彼
岸
に
お
参
り
い
た
だ
き
、
今
年
の
桜
を
愛
で
て

く
だ
さ
れ
ば
幸
甚
で
す
。
皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
専
一
の
ほ
ど
、
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

龍
雲
寺  

花
園
会
報

監
修
／
細
川 

晋
輔
　
編
集
／
細
川 

要
子

二
〇
二
四
年  

春
彼
岸
号

臨
済
宗
妙
心
寺 

派

〒
一
五
四
ー
〇
〇
〇
三 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
ー
三
四
二
一
ー
〇
二
三
八

東
京
都
世
田
谷
区
野
沢
三
ー
三
八
ー
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
ー
三
四
一
八
ー
九
八
六
三

野沢龍雲寺 検索

令
和
六
年
三
月
二
十
日 

（
水
·
春
分
の
日
）

午
後
十
二
時
 
 

 

 

御
詠
歌
奉
詠

午
後
十
二
時
四
十
五
分
 

 

法
話 

本
山
派
遣
布
教
師

午
後
一
時
三
十
分
 

 

法
要

※
バ
ラ
園
駐
車
場
が
な
く
な
っ
た
た
め
、駐
車
場
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
越
し
の
際
は
、公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
せ
。

※
お
塔
婆
を
事
前
・
事
後
に
取
り
に
来
ら
れ
る
方
は
、葉
書
に
明
記
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
法
要
終
了
後
の
み
、お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
六
年 

春
季
彼
岸
会
の
お
知
ら
せ

　
境
内
に
御
安
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
子
育
て
地
蔵
尊（
普
同
塔
）を
移
設
改
修
工
事

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
総
代
世
話
人
会
に
て
話
合
い
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
普
同
塔
は
先
々
代
の
住
職
で
あ
る
細
川
宗
源
和
尚
の
御
遺
言
に
よ
り
先
代
・

景
一
和
尚
の
頃
に
落
慶
さ
れ
た
も
の
で
、
四
〇
年
以
上
の
月
日
が
経
過
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
度
、
老
朽
化
対
策
と
納
骨
堂
の
ご
要
望
も
多
い
こ
と
か
ら
、
本
堂

の
正
面（
宗
源
和
尚
の
銅
像
）に
移
設
す
べ
く
、

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
宗
源
和
尚

の
像
は
鐘
楼
の
奧
に
遷
座
い
た
し
ま
す
。

　
普
同
塔
に
ご
縁
の
あ
る
方
で
、
ご
不
明
な

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
寺
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　 

龍
雲
寺
総
代
世
話
人
会
　
龍
雲
寺
住
職

普
同
塔
　
移
設
改
修
工
事
の
ご
案
内

◯
皆
様
、
寒
暖
差
の
激
し
い
年
で
す
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？
毎
日
天
気
予

報
を
見
て
体
調
管
理
を
し
て
、
お
元
気
で

い
て
下
さ
い
◯
境
内
は
梅
、
椿
、
河
津
桜
、

福
寿
草
、
沈
丁
花
の
花
が
咲
い
て
毎
日
、

沢
山
の
方
々
が
お
散
歩
に
来
ら
れ
て
い
ま

す
◯
龍
雲
寺
の
三
百
年
遠
忌
法
要
に
合
わ

せ
て
境
内
や
本
堂
、
書
院
等
の
整
備
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
山
門
を
く
ぐ
っ
て
何
か
今

ま
で
と
違
う
景
色
が
ご
覧
頂
け
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
◯
毎
年
八
月
十
五
日
の
「
妙
心

寺
と
五
山
送
り
火
の
旅
亅
の
日
程
表
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
猛
暑
の
中
、
移
動
も

少
な
く
疲
れ
な
い
様
に
考
え
ま
し
た
。
お

一
人
参
加
で
も
個
室
で
大
丈
夫
で
す
。
是

非
ご
参
加
下
さ
い
◯
御
詠
歌
の
会
員
さ
ん

を
募
集
中
で
す
。
い
つ
で
も
見
学
に
い
ら

し
て
下
さ
い
。
詳
細
は
お
寺
ま
で
◯
愛
猫

の
杏
ち
ゃ
ん
は
我
が
家
に
来
て
二
十
一
年

目
で
保
護
猫
で
す
。
夜
泣
き
と
私
が
電
話

中
に
大
声
で
泣
く
の
に
は
困
っ
て
い
ま
す

◯
今
月
中
に
方
丈
さ
ん
と
三
人
で
四
国
巡

拝
に
行
っ
て
来
ま
す
◯
山
内
一
同
お
か
げ

さ
ま
で
元
気
に
し
て
い
ま
す
。
お
彼
岸
会

で
お
目
に
掛
か
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
お
元
気
で
。  

　
　
　
　  

要
子

編
集
後
記

3
月
5
日（
火
）
遷
座
式
・
円
覚
寺
管
長
・
横
田
南
嶺
老
大
師
講
演
会

3
月
6
日（
水
）
開
山
節
外
祖
貞
禅
師
３
０
０
年
遠
忌
法
要

3
月
20
日（
水
・
祝
）
春
季
彼
岸
会

3
月
29
日（
金
）〜
31
日（
日
）
桜
の
燈
明
（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

6
月
12
日（
水
）〜
13
日（
木
）
第
１
４
5
次
　
三
峰
榛
名
講

7
月
13
日（
土
）〜
15
日（
月
）
棚
経

7
月
17
日（
水
）
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会

7
月
26
日（
金
）〜
27
日（
土
）
第
54
回
　
納
涼
盆
踊
り
大
会

9
月
22
日（
日
）　
秋
季
彼
岸
会

行
事
予
定

龍雲寺では毎月の「花園」の発送にともない、年額
1,000円の花園会費をいただいております。
お寺にお越しいただいた時などにおさめていただ
ければ幸甚です。

城南信用金庫 駒沢支店
普通 601772

宗教法人 龍雲寺 宛
※こちらの口座は花園会費専用
   となっております。　　　　

花園会費のお願い



石
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト

　
佐
賀
県
伊
万
里
市
の
円
通
寺
さ
ま
よ
り
、

庵
治
石
の
テ
ー
ブ
ル
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

植
木
屋
さ
ん
が
素
敵
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
ぜ
ひ
、
お
座
り
い
た
だ
き
、
境
内
で
ゆ
っ
く

り
し
て
く
だ
さ
い
。

募 

集 

中

詳
し
く
は
龍
雲
寺
ま
で

◆
無
相
教
会
花
園
流
御
詠
歌
会
員
募
集

　
お
寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

◆
早
朝
洗
心
坐
禅
会︵
要
予
約
︶

　
毎
週
日
曜
日

　
朝
7
時
〜
8
時
30
分
（
6
時
開
門
）

　
会
費
　
無
料

※
オ
ン
ラ
イ
ン
（
7
時
30
分
〜
）

◆
写
経
会︵
初
回
の
み
要
予
約
︶

　
毎
月
第
2
土
曜
日
　
2
時
〜
4
時

　（
但
し
、2
月
は
第
3
土
曜
、7
月
、8
月
は
お
休
み
）

　
納
経
料
は
一
巻
５
０
０
円（
龍
雲
寺
に
納
経
）

◆
龍
雲
寺
厚
木
墓
地
の
ご
案
内

　
厚
木
市
・
聞
修
寺
墓
苑
内
に
龍
雲
寺
檀
徒
用
の

墓
地
を
造
成
し
ま
し
た
。
龍
雲
寺
檀
徒
と
し
て
お

付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
参
加
希
望
の
方
は
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆
龍
雲
寺
て
ら
こ
や
子
ど
も
論
語
塾

　
安
岡
定
子
先
生
を
お
招
き
し
て
の
論
語
の
素
読

教
室
で
す
。

【
日
　
時
】
毎
月
第
一
日
曜
日

※
3
月
・
8
月  

休
会

午
後
3
時
か
ら

【
参
加
費
】
大
人
1
0
０
０
円
、
子
ど
も
無
料

　
　
　
　
（
家
族
料
金
1
0
０
０
円
）

　
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

　
来
る
六
月
十
二
日
、
十
三
日
の
二
日

間
、
埼
玉
県
の
三
峰
神
社
、
群
馬
件
の

榛
名
神
社
に
参
拝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

は
三
峰
榛
名
講
の
野
沢
講
社
と
し
て
の

お
参
り
で
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い

る
行
事
で
あ
り
、
記
録
が
残
っ
て
い
る

だ
け
で
も
百
四
十
五
回
目
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
講
元
を
代
々
龍
雲
寺
が

担
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
で
の
お
参
り
に

な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
寺
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　今年も境内におきまして、「桜の燈明（ライト

アップ）」を開催させていただきます。

【日　時】　3月 29 日（金）～ 31 日（日）
　　　　　※桜の様子で変更する場合がございます。
　　　　　　ホームページをご確認ください。

  　午後６時点灯　午後 9時閉門

【場　所】  龍雲寺境内

野沢龍雲寺　桜の燈明

第
1
4
5
回

　
　
三
峰
榛
名
講
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